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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、日本語教育および教養教育で使用する、社会科学系の日本語読解教材を開

発するため、新しいメディア技術や方法を研究し、それらを利用した読解教材を開発すること

であった。研究の結果、以下の二つの成果が得られた。第一は、社会科学系の読解教材のコン

テンツを開発し、その教材をマルチ・メディア対応のものに仕上げること、第二は、Moodle と

いう e-ラーニング・システムを使用して、それらの教材を学生に配信することであった。試作

版では、まず読解教材をデジタル化した。そして、Moodle にテキストと語彙リストをアップロ

ードし、予習用教材として提示した。次に、専門教員がテキストに関連する重要な概念や事項

を解説した動画をアップロードし、日本語教員も学生も見られるようにした。これにより従来

の一方向型の e-ラーニングから、動画を使用した双方向型のブレンディッド・ラーニングへと

システムを発展させることが可能となった。 

 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this study is to develop Japanese reading comprehension teaching materials 
of the social-scientific field that can be used for Japanese language education and liberal 
arts education. Through the study, we achieved two main results. Firstly, we’ve developed 
contents of social-scientific reading comprehension teaching materials and made them 
multi-media compatible. Secondly, we’ve delivered the materials to students using an 
e-learning system called Moodle. We first digitalized the teaching material. Then we 
uploaded texts and word lists to Moodle to present them as preparation materials. Next, we 
uploaded movie files in which a special subject teacher explained important concepts and 
points regarding the texts, and we made them available to Japanese language teachers and 
students. In this way, it became possible to develop the former one-way e-learning system 
into a two-way blended learning system that uses movies. 
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１．研究開始当初の背景 

大学において社会科学系分野を専攻して
いる留学生が全体の３割を超えている。留学
生クラスでは日本語の習得に重きが置かれ、
日留（日本人学生と留学生）混成クラスでも、
留学生は事実上日本人学生と同様に見なさ
れ、日本語による教育が行われている。専門
日本語教育はこのような日本語教育と専門
教育との橋渡しをするために培われてきた
分野であり、その役割は留学生の増加と共に
重要となってきている。しかしながら、以下
のような問題点も顕在化してきている。①教
材の学問分野が理系に偏っていること、②日
本語教育の教員（日本語教員）が書き下ろし
たものは日本語の教科書としては使用しや
すいが、日留混成クラスでの使用、教養教育
での使用には向かないこと、③教養書の原文
をそのまま使用した生教材も作られている
が、実際に使用してみると文章が難しく、そ
の扱いは教員側にも、学生側にも負担が大き
いこと、であった。 

こうした状況の下、研究代表者は、専門教
員の手による、日留混成クラスで使用できる
教科書を作成した。それが、『日本で学ぶ国
際関係論』（2007 年、法律文化社）である。
本書は、日本で勉強している留学生が関心を
持っている、現代の日本社会や国際社会に関
するトピックを選び、法学、政治学、社会学、
国際関係論、日本語教育学の専門家によって
書き下ろされたものである。そして、留学生
が読むことを前提に、日本語教育の専門家が
それらすべての文章のチェックを行い、読解
に適したものへと作り上げたのである。 

本書により留学生にとってはより使用し
易い読解教材が出現することになったが、日
本語教員にとっては授業で本書のような専
門性を持つ教科書を使うことにはまだまだ
抵抗が強い。その理由は、本書のように日本
語教員が文章の校正に関与することで、それ
ぞれの言葉の一般的な意味は理解ができる
ようになったが、その分野における用語の専
門的な概念や意味などは依然として専門教
員を除き把握することができないためであ
る。 

社会科学系分野においては、文字による情
報の把握が重要であるため、日本語教員が専
門分野にある程度関与することが求められ
ている。そこで、本研究ではこうした状況を
打開するために、新しい読解教材を開発する
ことを目的に、研究に着手した。 

 
２．研究の目的 

教材の研究・開発のアプローチには、教材
の内容に関するものと教材の形態に関する
ものの二つがある。読解教材の場合、前者で
は、どのような日本語能力の学生を対象に、
どのような内容のものを作るかということ
であり、後者では、どのような媒体を使い、
どのような形で提供するものを作成するか
ということである。 

本研究もこうしたカテゴリーに従い、教材
の内容と提供方法という二つに分かれる。第
一は、読解教材の「題材」の研究である。す
なわち、学生の日本語学習や専門知識の習得
に有益な「題材」について研究し、具体的な
コンテンツを開発することである。前述した
『日本で学ぶ国際関係論』では専門教員や日
本語教員から聞き取りを行い、留学生に必要
な「題材」についてまとめた。そして、日本
で学んでいる社会科学分野専攻の留学生が
関心を抱くトピックを選定し、コンテンツを
開発した。本研究では、数年間を経た本書の
コンテンツに関し検討し、課題を見つける。
そして、引き続き「題材（コンテンツ）」の
開発を続ける一方、学生が持つ「題材」に対
するニーズなどについても検討する。 

第二は、読解教材の作成手法に関する研究
である。これについては、これまでも専門教
員と日本語教員による教材開発を通じて、
様々に検討がなされてきた。そして、専門性
の高い読解教材を作成するに当たり、専門教
員が執筆し、日本語教育教員が日本語や文章
をチェックすることが必要となった。これに
ついてはこれまでの研究でほぼ達成できた
が、前述したとおり、専門性の高い用語や定
義の扱いが依然として問題となっている。そ
こで、開発したコンテンツの学生への提供方
法や学生のニーズに合わせたコンテンツの
加工技術・方法を研究する。具体的には、従
来の文字情報を中心とした読解教材に解説
用の動画などを組み入れ、新しい読解教材を
開発するのである。そして、e-ラーニング・
システムを利用して学生に教材を提供する。 

最後に、第一と第二の目的を合わせ、解説
用動画を挿入した読解教材の試作版を作成
することが最終的な目標となる。いくつかの
トピックを選定し、コンテンツを開発する。
そして、教員や学生がコンテンツにアクセス
できるように Moodle 上にアップする。学生
には予復習用に解説動画を使用し教員には



授業での解説用に使用する。 
 
３．研究の方法 

研究の目標に合わせ、第一の「題材（コン
テンツ）」開発では、『日本で学ぶ国際関係論』
を使用した学生への聞き取り調査を行い、本
書の問題点などを挙げてもらう。その結果、
日本語教育の授業では、一章分が長いため、
通常の授業では使用できないことが判明し
た。そこで、日本語教育で使用できるように
文章の長さを改め、新たに教材を作成した。
ある程度、コンテンツが出そろったら、第二
の「教材の作成・提供」では、執筆されたテ
キストに従来通り語彙リストや文型の説明
を施し、日本語教材の体裁を整える。そして、
専門性が高く、重要な概念や定義について、
解説用動画（レクチャービデオ）を作成する。
動画の作成の仕方は以下のとおりである。 

文章では、抽象度が高く、難しいと思われ
た内容も、インタビューになれば、話し手は
できるだけわかりやすく、具体的に話そうと
するし、聞き手も不明な点があれば、聞き直
すことができる。そこで、専門性が高く、重
要な概念や定義について、専門教員へインタ
ビューを行う。インタビューアーは日本語教
員（研究分担者の渡辺史央）で、不明な点に
ついては、繰り返し問い直す。そして、その
問答の中で必要な部分を文字化し、動画解説
用のシナリオ（レクチャー・シナリオ）を作
成する。レクチャー・シナリオに基づき、レ
クチャー・ビデオを録画するという手順でア
ップロード用動画を作成する。 
 教材の提供については、レクチャー・ビデ
オを挿入した読解テキストは Moodle 上にア
ップロードされ、教員や学生に提供される。
これにより、この教材の専門的な事項につい
ては専門教員の解説（レクチャー・ビデオ）
があるため、日本語教員は主として日本語の
解説や内容把握などを授業の中心におくこ
とができ、専門性が高いからという理由で避
けてきた文章を教材として使用できるよう
になる。他方、学生にとっても、解説用ビデ
オがあるため、予習や復習のときに容易に参
照できる。同時に聴解の訓練にもつながるの
である。また、こうした専門家とのインタビ
ューの音源はそれ自体貴重であるため、それ
を基に聴解用の教材開発もする。 

具体的な教材化の手順は次のとおりであ
る。①専門教員が今日的トピックで読解用テ
キストを執筆する。②その読解資料の中の専
門用語や定義、特殊な概念などについて、専
門教員へインタビューを行う。③インタビュ
ーからレクチャー・シナリオを作り、レクチ
ャー・ビデオを撮る。④同じインタビュー資
料からアカデミック・タスクを作成する。⑤
Moodle など e-ラーニング・システムを通じ
て、加工された補助教材（レクチャービデオ

とアカデミック・タスク）を教員及び学生に
提供する。 
 
４．研究成果 

研究の結果、以下の二つの成果が得られた。
第一は、社会科学系の読解教材のコンテンツ
を開発し、その教材をマルチ・メディア対応
のものに仕上げることができた。教材化の手
順は、①専門教員２名が読解教材を作成する、
②専任教員が重要な概念や事項を選定する、
③専門教育（野田）と日本語教育（渡辺）が
それらの概念や事項について筆者にインタ
ビューを行い、レクチャー・シナリオを作成
する、④その内容を活字と映像の両方で出力
する、というものであった。試作版では、平
和や開発に関するトピックを取り上げ、数本
のレクチャー・ビデオを作成した。またこち
らが用意した本文の内容に関する発展問題
や将来的な課題についても専門教員にレク
チャー・シナリオを書いてもらい、レクチャ
ー・ビデオを作成した。 

第二は、Moodle という e-ラーニング・シ
ステムを使用して、それらの教材を学生に配
信することであった。試作版では、まず読解
教材をデジタル化した。そして、Moodle にテ
キストと語彙リストをアップロードし、予習
用教材として提示した。次に、専門教員がテ
キストに関連する重要な概念や事項を解説
した動画をアップロードし、日本語教員も学
生も見られるようにした。日本語教員がこの
テキストを使用する場合、専門性の高い概念
や語句、発展問題などは、解説用の動画を使
用すればよくなったため、日本語教員はより
日本語の教授に集中できるようになった。さ
らにレクチャー・ビデオを授業で使用するこ
とで、専門の事項に関する議論や報告など、
発展的なトピックについても扱うことが容
易になった。他方、学生にとっても専門性の
高い教材を日本語教材として読むことがで
き、専門語彙の獲得や専門的な概念の理解を
促すことになった。 

この結果、従来の一方向型の e-ラーニング
から、動画を使用した双方向型のブレンディ
ッド・ラーニングへとシステムを発展させる
ことが可能となったのである。試作版では、
専門性の高い概念や定義、用語解説だけでな
く、テキストに関係する問題（ディスカッシ
ョン・トピック）も加えた。それに対する模
範解答をレクチャー・ビデオとして作成した。
授業では、こうした発展的な問題について議
論を行い、最後にこのレクチャー・ビデオを
見ることで、一通りの活動を終えることがで
きるようになった。 

なお、成果報告として、読解教材の題材、
教員及び学生への提供の方法、レクチャー・
ビデオやアカデミック・タスクの作成に関す
るものを公表した（雑誌論文①、④、⑥）。



群馬大学の Moodle に試作版をアップロード
した。また日本語教育学会の日本語教育研究
国際大会において、研究全体の報告を行った
（学会発表①）。 
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